
平成３０年６月号（第１２８号） 

（平成３０年６月２９日配信） 

市民文化局地域安全推進課 

ご登録ありがとうございます。 

平成 20 年１月から、市内の防犯・交通安

全情報の配信を始めました。 

市内における犯罪や交通事故の発生状況

などをお知らせし、皆様の防犯・交通安全対

策の一助となるよう内容の充実に努めて参

りますのでよろしくお願い致します。 



＊署管内数値の合計です。                 （数値は暫定値）

区 別
認 知 件 数
（Ｈ30.5 月末） 

前年同期比 (件） 増 減 率（％）

川 崎  区    ９３４ ＋１８ +２．０

幸 区    ４１５ －５７ －１２．１

中 原 区    ４５８ －１５０ －２４．７

高 津 区    ３５２ －７９ －１８．３

宮 前 区    ２８１  －７９  －２１．９

多 摩 区    ４６８  ＋２８   ＋６．４

麻 生 区    １９６  －５１ －２０．６

総    計   ３１０４ －３７０ －１０．７

【 概 要 】

川崎市内における平成３０年５月末現在の刑法犯認知件数は、

３１０４件、前年同期比 －３７０件（－１０．７％）

と減少しています。

主な犯罪で減少したのは、

自転車盗    （ １００３件、前年同期比  －７３件）

万引き     （  ３０７件、前年同期比  －６４件）

部品ねらい   （   ９２件、前年同期比  －５６件）

空き巣     （   ５０件、前年同期比  －５２件）

置引き     （   ６３件、前年同期比  －３５件）

出店荒し    （   ２６件、前年同期比  －３４件）

などで、増加したのは、

車上ねらい   （  １６８件、前年同期比  ＋７３件）

   振り込め詐欺  （  １９３件、前年同期比  ＋６３件）

などです。   

                        （数値は暫定値）



県内の犯罪発生状況（平成 30年５月末現在の刑法犯認知件数）

認 知 件 数
（H30．5 月末） 

前年同期比 (件） 増 減 率（％）

神 奈 川 県 １８，８３８ －３，６６３ －１６．３

＊数値は暫定値です。

【 概 要 】

神奈川県内における平成３０年５月末現在の刑法犯認知件数は、

１８，８３８件、前年同期比－３，６６３件（－１６．３％）

と減少しました。

主な犯罪で減少したのは、

自転車盗    （  ４３４２件、前年同期比 －４４５件）

万引き     （  ２２４０件、前年同期比 －４３８件）

部品ねらい   （   ７２６件、前年同期比 －４１９件）

オートバイ盗  （   ８４３件、前年同期比 －３５４件）

器物損壊等   （  １０４１件、前年同期比 －２１５件）

などで、増加したのは、

振り込め詐欺  （  １０８２件、前年同期比 ＋３２７件）

強制わいせつ  （   １７８件、前年同期比  ＋３０件）

放火      （    ２４件、前年同期比  ＋１２件）

などです。                    （数値は暫定値）

川崎市内の「自転車盗」の被害は今年４月末までに

１００３件 (前年同期比 －７３件、 －６．８％)
「オートバイ盗」は 

９５件 (前年同期比 －２４件、－２０．２％) 

です。 

 二つの罪種の合計は、全体(３１０４件)の約３５.４％

を占めています。 

～被害防止のポイント～ 

● 自転車・オートバイは、駐輪場など決められた場所に止めましょう。

● ワイヤー錠や U 字ロックなどで二重に鍵を掛けましょう。

● 自転車は防犯登録をしましょう。

盗難にあった場合に早期発見に役立ちます。

（自転車を購入した販売店で登録できます。）



≪現在、息子(孫)を名乗る詐欺が発生中！ご注意を!≫
●「携帯電話番号が変わった」（アポ電）

●「カバンをなくした」「今すぐ現金が必要だ」

「代わりの者が取りに行く」と言う電話は詐欺！警察に連絡を！

平成30年5月末現在（暫定値）
被害件数 被　害　額

神奈川県 1082件 約21億2492万円

川崎市内 193件 約3億1693万円

≪最近の情勢≫  
５月中の1ヶ月間の県内における認知件数は239件､市内における認知件数は35件でした。

  今年の主な手口は、金融機関や警察を装った犯人が、キャッシュカードを自宅に取りに来

たり、区役所等の職員を装い、医療保険や年金の還付金があると騙り、ＡＴＭ機から入金

させるというものです。 

「留守番電話」の設定をして、不審な電話には出ない 

 ようにして下さい。 

（犯人は、自分の声が録音されるのを嫌がります。） 

※「還付金を名目としただましの電話にご注意を！」 

川崎市内で、市役所や区役所の職員を装った者から、

「医療費の払い戻しがあります。近くのＡＴＭで手続き 

できますので、携帯電話を持って行ってください。」 

などと還付金等詐欺の電話が多数かけられています。 

 「市役所等では、ＡＴＭでの手続きをお願いすることはありません。」 

 「ＡＴＭを操作して、還付金を受け取ることはできません。」 

このような不審な電話には十分注意してください。 

※｢臨時給付金などの簡素な給付措置を装う詐欺や個人情報の搾取にご注意!｣ 

「市町村や厚生労働省などがＡＴＭの操作をお願いすることはありません。」 

「ＡＴＭを自分で操作して、他人からお金を振り込んでもらうことは絶対にできません｡」

「市町村や厚生労働省などが「臨時給付金(簡素な給付措置)」を支給するために、手数料

などの振込を求めることは絶対にありません。 

「現時点で、市町村や厚生労働省などが住民の皆様の世帯構成や銀行口座の番号などの個

人情報を照会することは絶対にありません。」 



≪空き巣発生中です。ご注意を！≫ 

～被害防止のポイント～ 

昨年１年間の川崎市内における「空き巣」

の認知件数は、

２２７件（前年対比－８５件）

と減少しました。

本年５月末現在、

50 件（前年同期比－52 件）

と減少しています。

 侵入窃盗のうち、「空き巣」の占める割合

が最も多くなっていますので、油断は禁物で

す。

 また、「タンス預金」は、空き巣や振り込

め詐欺の被害に遭う危険があります。多額の

現金を自宅に保管しないようにして下さい。

● 戸締まりをしっかりと！

ごみ出しなど、少しの時間でも必ず戸締まりをしましょう。

● 防犯対策をしましょう！

窓ガラスを割って侵入する手口が目立っています。

サッシに補助錠を付けたり、防犯ガラスや防犯フィルムを活用しましょう。

● 留守だと悟られない工夫をしましょう！

郵便受けに新聞や郵便物を溜めないようにしましょう。

【防犯診断を受けてみませんか？】
川崎市では、家庭の防犯対策・防犯意識の向上を図るため、安全・安心まちづ

くり対策員(警察官ＯＢの経験、知識豊かな職員)が、予約を受けて一戸建て住宅や

マンション、アパートなどの共同住宅を訪問し、建物の構造や防犯設備等の状況

を診断して、防犯上の指導やアドバイスを行っています。

診断は無料です。ぜひご利用ください。

● 問い合わせ先    市民文化局地域安全推進課

          ０４４－２００－２２８４、２２８５



平成 30 年５月末現在 

県内  84件 （前年比 －36件  －30.0％） 

 市内  15 件 （前年比 －25 件  ＋62.5％） 

  「まさか自分が・･」、ひったくり被害に遭われた方のほとんどが話しています。 

   被害者は、ほとんどが女性で、必ずしも、高齢者ばかりでなく、勤め先や学校か

ら帰宅途中の若い女性も被害に遭っています。 

  「自分も狙われている。」といった意識を持って、ちょっとした防犯対策を実践する

ことにより、被害に遭遇する可能性が低くなります。

≪車上ねらいにご注意！≫     

〔掲載担当；市民文化局地域安全推進課〕

－防犯のポイント－

 バッグ等は車道と反対側に持つ

 遠回りでも明るく広い道を利用する

 自転車の前カゴには防犯ネットをつける

 後方から近づいてくるオートバイ等には注意を払

うなど、常に警戒心を持つ

 歩きながらの携帯メールやイヤホン等は、やめる

● 多摩区を中心に車上ねらいが急増しています！

「車上ねらい」とは駐車場などに停められている車の中からバッグや

カーナビなどを盗む犯罪です。

犯人は、車外からバッグなどが見えると犯行に及ぶことが多いことから、

車内にはバッグなどを置いたままにしないようにしましょう。



※数値は６月１日現在の概数

区 件 数 前年比 死者数 前年比 負傷者数 前年比

川崎区 ３３２ ＋６８ ０ －３ ３８０ ＋７４

幸 区 １５２ －９ ２ ＋１ １７５ －１７

中原区 １３４ －１３ ０ ±０ １５７ －４

高津区 １８８ ＋３２ ０ －２ ２１８ ＋３６

宮前区 ２２９ －８ ３ ＋２ ２６４ ＋２

多摩区 ２０２ －９ ０ －１ ２３７ ＋１

麻生区 １６６ ＋２８ ０ ±０ １８３ ＋２３

市内合計 １，４０３ ＋８９ ５ －３ １，６１４ ＋１１５

県内合計 １０，７７２ －９９ ５５ ＋５ １２，７６３ －１１８

● 川崎市内で平成３０年５月末までに発生した人身交通事故は、 

１，４０３件（前年同期比＋８９件）、怪我をされた方は１，６１４人（＋１１５人）です。 

● 交通事故により亡くなられた方は、５月末現在 

県内では５５人（前年同期比＋５人）、うち川崎市内は５人（－３人）です。 

【川崎市内の交通事故の特徴】 

☆  二輪車関係事故と自転車乗関係事故が増加傾向！ 

     二輪車関係事故は３９６件（構成率約２８．２％、前年同期比＋２６件）、自

転車関係事故は４２９件（構成率約３０．６％、前年同期比＋３２件）が目立ち

ます。二輪車も自転車も、通勤や買い物等の日常の足として使われる方も多

いと思いますが、周囲の安全確認を忘れず、安全運転に努めましょう。 

【夏の交通事故防止運動】

  ☆ 期間 ： ７月１１日（水）～７月２０日（金）



夏のレジャーによる過労運転や、夏特有の解放感による 

無謀運転などにより交通事故が多発する傾向にあります。一人 

ひとりが交通事故防止について考え、交通ルールの遵守と交通 

マナーの向上に取組むことを通じて、交通事故防止の徹底を図る 

ことを目的として、夏の交通事故防止運動を実施します！ 

ス ロ ー ガ ン

☆ 交通ルールを守って 夏を楽しく安全に ☆ 

☆ 過 労 運 転 ・ 無 謀 運 転 の 防 止 

 レジャーや帰省などの長距離ドライブでは、 

過労運転にならないよう余裕のある計画を立てましょう。 

☆ 子 ど も と 高 齢 者 の 交 通 事 故 防 止 

子どもや高齢者を見かけたら、 

    減速・徐行・一時停止するなど「思いやりのある運転」を。 

☆ 自 転 車 の 交 通 事 故 防 止 

 交差点などでは、標識等のある場所では確実に一時停止、 

    その他の場所では他の交通に注意し、徐行しましょう。 

チャイルドシートの正しい着用の徹底 

☆全ての座席のシートベルトと 

 シートベルト等着用の「ひとこえ」をかけ合いましょう。 

☆ 踏 切 の 交 通 事 故 防 止 

 警報機が鳴ったら 

    絶対に踏切に入らないようにしましょう。 

※全てのイラスト・画像の二次使用は禁止します。



運転免許証の自主返納制度の活用を

改正道路交通法が施行されました。

平成29年３月12日スタート 

75歳以上の運転者が、認知機能が低下し

たときに起こしやすい違反意行為をした

ときは、臨時認知機能検査を受けなければ

なりません。そのほか、臨時適正検査制度

の見直しや講習の合理化・高度化が図られ

ます。 

交通事故の被害者にも、加害者にもならな

いように、自分の体の状態を正しく把握

し、事故防止に努めましょう。 

※全てのイラストの二次使用は禁止します。



プロテクターを着けましょう。 

二輪車死亡事故の負傷部位をみますと、その

ほとんどが、頭部と胸部です。頭部はヘルメッ

トで一定の保護がされていますが、胸部は無防

備な状態の人が多いです。 

二輪車乗車時はプロテクターを着装しまし

ょう。 

市内（平成2９年中） 二輪車乗車中の死者数７人 

プロテクターを着装しましょう。

二輪車死亡事故の負傷部位をみますと、その

ほとんどが頭部と胸部です。 

頭部はヘルメットで一定の保護はされてい

ますが、胸部は無防備な人が多いのが現状です

（※画像の二次使用は禁止します。）。 

【 二輪車用プロテクターの一例 ⇒ 】

※全てのイラストの二次使用は禁止します。



自分がいくら注意していても、交通事故に遭わないという保証は 

ありません。不幸にして交通事故に巻き込まれますと、思いがけな 

い出費や相手方との示談交渉など、いろいろ面倒なことに追われる 

一方で、基礎的な法律知識などがないために、不利な条件で解決を 

強いられることも少なくないようです。 

市では、高津区役所内に交通事故相談所を常設し、専門の相談員

が交通事故に関する相談に応じています。 

相談は無料です。電話での相談も受け付けています。 

● 相談所の所在地 

高津区役所（地域振興課内）… 高津区下作延２－８－１ 

● 電話番号 

０４４－８６１－３１４１ 

● 相談日・・（専門の相談員が対応～予約不要） 

月曜日から金曜日までの毎日（祝日を除く） 

● 受付時間 

午前１０時から正午まで 及び 午後１時から午後４時まで 

～ 専門相談員による交通事故相談所のホームページ ～ 

http://www.city.kawasaki.jp/250/page/0000044898.html

相 談 窓 口 等 

≪弁護士による交通事故相談（無料）も実施しています！≫

○ 相談所の所在地

中原区役所（地域振興課内）・・中原区小杉町３－２４５

○ 相談日（予約制）

毎月第３火曜日（祝日を除く）午後１時から午後４時まで

（１人３０分以内、６人まで）

○ 予約方法

電話予約となります。（サンキューコールかわさき）

電話 ０４４－２００－３９３９（先着順）

【掲載担当：川崎市 市民文化局 地域安全推進課 交通安全係】 

※全てのイラスト・画像の二次使用は禁止します。




